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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 17,326 3.9 1,315 △4.1 1,339 △5.1 914 △4.8
22年3月期第3四半期 16,676 △12.9 1,372 108.4 1,412 105.9 959 160.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 30.15 ―
22年3月期第3四半期 31.66 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 26,388 19,177 72.7 632.46
22年3月期 25,735 18,785 73.0 619.51

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  19,177百万円 22年3月期  18,785百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 6.00 11.00
23年3月期 ― 5.50 ―
23年3月期 

（予想）
5.50 11.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,350 5.3 1,600 △10.3 1,650 △9.8 1,030 △13.5 33.97



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、
四半期決算短信【添付資料】３ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 30,743,604株 22年3月期  30,743,604株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  421,109株 22年3月期  421,087株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 30,322,511株 22年3月期3Q  30,322,595株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、第２四半期までの緩やかな回復基調から、景気対策効果の一

巡による消費の落ち込みや円高の進行による輸出の減速などで足踏み状態となり、景気の不透明感が強まりまし

た。当社グループの主要販売先である製紙業界、印刷インキ業界及び事務機器業界におきましても、需要が伸び悩

む中、一部に減産の動きも見られました。 

 このような環境のもと、当社グループは、高品質化・生産性の向上や環境保護・省資源等、販売先業界の経営戦

略に対応した差別化商品を市場に投入し売上増加に努めた結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、17,326百

万円（前年同期比3.9％増）となりました。 

 利益面では、売上増加、生産性向上・合理化に努めましたが、主原料であるロジンの価格高騰を始めとする原燃

料価格の上昇等により、営業利益は1,315百万円（前年同期比4.1％減）、経常利益は1,339百万円（前年同期比

5.1％減）、四半期純利益は、914百万円（前年同期比4.8％減）となりました。   

 なお、セグメント別の業績は次のとおりです。 

・製紙用薬品事業 

 製紙業界におきましては、当第３四半期連結累計期間の紙・板紙の国内生産は2,070万トンと対前年同期比2％

の増加となりました。当社グループは、国内市場、中国市場への売上増加に努めた結果、当事業の売上高は、

12,675百万円（前年同期比3.1％増）となりました。 

 利益面では、売上高の増加がありましたが、ロジンの価格高騰を始めとする原燃料価格の上昇等により1,111

百万円（前年同期比13.4％減）の営業利益となりました。 

・印刷インキ用・記録材料用樹脂事業 

 印刷インキ業界におきましては、当第３四半期連結累計期間の印刷インキの国内生産は29万7千トンと前年同

期比1％の減少となりました。当社グループにおいては、水性インキ用樹脂の売上高が増加しましたが、オフセ

ットインキ用樹脂の売上高が減少しました。一方、事務機器業界における世界的な需要回復を受け、記録材料用

樹脂の売上高が増加しました。その結果、当事業の売上高は、4,651百万円（前年同期比6.1％増）となりまし

た。 

 利益面では、ロジンの価格高騰を始めとする原燃料価格の上昇がありましたが、売上高の増加等により、204

百万円の営業利益（前年同期比130.8％増）となりました。 

  

（注）第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平  

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。これによる事業区分へ与える影響はありませんので、前年同期比較を

行っております。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債及び純資産の状況） 

当第３四半期連結会計期間末における当社グループの財政状態は以下の通りとなりました。 

（流動資産） 

 受取手形及び売掛金の増加及びその他流動資産等の減少等により流動資産は15,264百万円（前連結会計年度末

比1,241百万円増）となりました。 

（固定資産） 

 減価償却の進捗による有形固定資産の減少等により固定資産は11,123百万円（前連結会計年度末比588百万円

減）となりました。 

（流動負債） 

 支払手形及び買掛金の増加、未払法人税等の減少、及びその他流動負債の減少等により流動負債は6,630百万

円（前連結会計年度末比276百万円増）となりました。 

（固定負債） 

 退職給付引当金の減少及び資産除去債務の計上等により固定負債は580百万円（前連結会計年度末比16百万円

減）となりました。  

（純資産） 

 四半期純利益の計上、剰余金の配当、及び中国人民元安による為替換算調整勘定の減少等により純資産は

19,177百万円（前連結会計年度末比392百万円増）となりました。その結果、当第３四半期連結会計期間末にお

ける自己資本比率は72.7％となりました。また、有利子負債残高1,100百万円を自己資本で除した倍率（Ｄ／Ｅ

レシオ）は0.06倍となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（キャッシュ・フローの状況）  

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は673百万円とな

り、前第３四半期連結会計期間末と比べ29百万円増加いたしました。当第３四半期連結累計期間における各キャッ

シュ・フローの状況とそれらの主な増減要因は、次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは237百万円の資金の獲得となり、前年同期と比べて獲得額が1,165百万円

減少いたしました。これは主として売上債権の増減額が448百万円増加したこと、たな卸資産の増減額が423百万

円増加したこと、未収入金の増減額が659百万円減少したこと、及び法人税等の支払額が582百万円増加したこと

によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは前年同期の697百万円の資金の支出から355百万円の資金の獲得に転じま

した。これは主として短期貸付金の純増減額が増減なしから926百万円の減少となったことによるものでありま

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは348百万円の資金の支出となり、前年同期と比べて支出額が254百万円減

少いたしました。これは主として短期借入金の純増減額が300百万円の減少から増減なしとなったことによるも

のであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第３四半期連結累計期間の業績は、概ね計画どおりに推移しており、平成22年11月２日公表の業績予想に修正は

ありません。   

 なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によっ

て予想数値と異なる場合があります。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末

において算定した貸倒実績率等を使用して算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関し、実地棚卸を省略し第２四半期連結会計期間末に係る実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

③固定資産の減価償却の方法 

 定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

④繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ2,116千円、税金等調整前四半期純利

益は59,446千円減少しております。また、第１四半期連結会計期間の期首での資産除去債務の変動額は76,183千円

であります。  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。   

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 673,568 456,292

受取手形及び売掛金 10,129,810 7,947,038

商品及び製品 1,852,804 1,759,706

仕掛品 259,063 264,662

原材料及び貯蔵品 756,799 729,302

その他 1,596,978 2,870,586

貸倒引当金 △4,290 △4,021

流動資産合計 15,264,734 14,023,567

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,142,996 3,319,320

機械装置及び運搬具（純額） 2,186,248 2,644,857

土地 3,991,908 3,993,334

その他（純額） 506,211 382,298

有形固定資産合計 9,827,365 10,339,810

無形固定資産 166,357 185,208

投資その他の資産   

その他 1,197,632 1,342,430

貸倒引当金 △67,729 △155,468

投資その他の資産合計 1,129,903 1,186,962

固定資産合計 11,123,626 11,711,982

資産合計 26,388,361 25,735,549



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,117,584 3,286,449

短期借入金 1,100,000 1,100,000

未払法人税等 166,252 508,538

引当金 264,058 123,399

その他 982,552 1,335,186

流動負債合計 6,630,447 6,353,574

固定負債   

退職給付引当金 382,435 451,707

役員退職慰労引当金 115,214 143,139

資産除去債務 76,998 －

その他 5,646 2,041

固定負債合計 580,294 596,888

負債合計 7,210,742 6,950,462

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,000,000 2,000,000

資本剰余金 1,566,178 1,566,178

利益剰余金 15,813,004 15,247,469

自己株式 △104,322 △104,316

株主資本合計 19,274,861 18,709,332

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 108,268 142,994

繰延ヘッジ損益 △1,457 －

為替換算調整勘定 △204,053 △67,238

評価・換算差額等合計 △97,242 75,755

純資産合計 19,177,619 18,785,087

負債純資産合計 26,388,361 25,735,549



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 16,676,140 17,326,483

売上原価 12,519,062 13,127,370

売上総利益 4,157,078 4,199,112

販売費及び一般管理費 2,784,573 2,883,266

営業利益 1,372,504 1,315,846

営業外収益   

受取利息 9,017 14,853

受取配当金 15,599 16,445

仕入割引 10,963 9,933

その他 28,871 22,751

営業外収益合計 64,451 63,984

営業外費用   

支払利息 7,491 4,392

売上割引 8,703 8,443

為替差損 4,759 23,988

その他 3,539 3,077

営業外費用合計 24,493 39,902

経常利益 1,412,462 1,339,928

特別利益   

固定資産売却益 494 12,663

貸倒引当金戻入額 － 81,785

補助金収入 7,242 －

受取補償金 － 3,694

特別利益合計 7,737 98,143

特別損失   

固定資産売却損 38 88

固定資産除却損 6,046 4,376

貸倒引当金繰入額 2,465 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 57,329

その他 － 857

特別損失合計 8,550 62,651

税金等調整前四半期純利益 1,411,649 1,375,419

法人税、住民税及び事業税 454,715 399,500

法人税等調整額 △2,936 61,675

法人税等合計 451,778 461,175

少数株主損益調整前四半期純利益 － 914,244

四半期純利益 959,871 914,244



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,411,649 1,375,419

減価償却費 868,651 881,283

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 57,329

退職給付引当金の増減額（△は減少） △39,947 △69,271

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － △27,925

その他の引当金の増減額（△は減少） 112,022 59,678

未払賞与の増減額（△は減少） △239,373 △270,458

未払役員賞与の増減額（△は減少） △48,500 △44,700

受取利息及び受取配当金 △24,616 △31,298

支払利息 7,491 4,392

固定資産売却損益（△は益） △456 △12,574

固定資産除却損 6,046 4,376

売上債権の増減額（△は増加） △1,786,175 △2,234,841

たな卸資産の増減額（△は増加） 296,019 △127,682

仕入債務の増減額（△は減少） 978,293 842,342

未収入金の増減額（△は増加） △114,642 544,905

その他 105,849 △14,222

小計 1,532,312 936,751

利息及び配当金の受取額 23,591 33,108

利息の支払額 △7,356 △4,346

法人税等の支払額 △145,518 △728,324

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,403,028 237,188

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △632,151 △575,261

有形固定資産の売却による収入 － 15,243

投資有価証券の取得による支出 △2,466 △2,696

無形固定資産の取得による支出 △64,596 △17,727

短期貸付金の純増減額（△は増加） － 926,990

その他 1,923 8,890

投資活動によるキャッシュ・フロー △697,290 355,439

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 －

配当金の支払額 △301,957 △347,817

その他 △537 △674

財務活動によるキャッシュ・フロー △602,494 △348,492

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,927 △26,859

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 99,316 217,275

現金及び現金同等物の期首残高 544,379 456,292

現金及び現金同等物の四半期末残高 643,695 673,568



 該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

  

 〔所在地別セグメント情報〕  

     前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）  

 本国の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

 〔海外売上高〕  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
製紙用薬品 
事業（千円） 

印刷インキ
用・記録材料
用樹脂事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高及び営業損益           

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  12,291,157  4,384,983  16,676,140 －   16,676,140

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 20,265  130,993  151,258  △151,258  －

計  12,311,422  4,515,976  16,827,399  △151,258  16,676,140

営業利益  1,283,927  88,576  1,372,504  －  1,372,504



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。当社のグループ各社は、事業内容別に国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは、事業内容を基礎とした、「製紙用薬品事業」及び「印刷インキ用・記録材料用樹脂

事業」の２つを報告セグメントとしております。「製紙用薬品事業」はサイズ剤、紙力増強剤、その他製紙用薬品

の製造・販売を行っております。「印刷インキ用・記録材料用樹脂事業」は印刷インキ用樹脂、記録材料用樹脂等

の製造・販売を行っております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（注）１．調整額△196,171千円は、セグメント間取引消去であります。 

   ２．セグメント利益の合計が四半期連結損益計算書の営業利益となります。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

  
製紙用薬品 
事業（千円） 

印刷インキ
用・記録材料
用樹脂事業 
（千円） 

合計 
（千円） 

  調整額 
  （千円） 
   （注）  

四半期連結損
益計算書計上
額（千円） 

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高  12,675,114  4,651,368  17,326,483  －  17,326,483

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 125,998  70,172  196,171  △196,171  －

計  12,801,113  4,721,540  17,522,654  △196,171  17,326,483

セグメント利益  1,111,426  204,419  1,315,846  －  1,315,846

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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